
1日目：2月28日（土）
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日程表

第1会場 第2会場
福祉用具

災害リハ展示・体験

9:00~9:30 受付

9:30~9:40 開会式

9:40~10:20

学会長基調講演

講師：岩阪 真大 
《座長：塚本 倫央》

10:20~10:30 休憩

10:30~12:00

特別講演

講師：東 登志夫
《座長：沖 英一》

12:00~12:50 昼食

12:50~13:45
一般演題Ⅰ
身体分野①

一般演題Ⅱ
精神・発達分野

13:45~13:55 休憩

13:55~15:00
一般演題Ⅲ
身体分野②

一般演題Ⅳ
身体・老年期分野

15:00~15:20 休憩

15:20~17:10

特別企画

《座長：岩阪 真大》



2日目：3月1日（日）
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日程表

第1会場 第2会場
福祉用具

災害リハ展示・体験

9:00~
9:30

受付

9:30~
11:00

教育講演

講師：丹羽 敦 
《座長：福島 浩満》

一般演題Ⅴ
調査（教育・地域）

9:30~10:25

休憩 10:25~10:35

一般演題Ⅵ
身体分野③

10:35~11:40

休憩 11:00~11:10

11:10~
12:40

シンポジウム

演者：淡野 義長 
演者：琴岡 日砂代 
演者：本村 幸永

《司会：岩阪 真大》

休憩 11:40~11:50

一般演題Ⅶ
優秀演題

11:50~12:45

13:00~
13:20

閉会式・優秀演題表彰
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プログラム

2月28日（土）

《第1会場》

9:40~10:20学会長基調講演

「わたし」と「あなた」のストーリー
～作業療法がわたしに出会いをもたらした～

10:30~12:00特別講演

座長：塚本倫央（長崎労災病院）

作業療法における学術活動の未来構想

座長：沖英一（和仁会病院）

長崎大学医学部保健学科 東登志夫 先生

12:50~13:45一般演題Ⅰ【身体分野①】

Ⅰ-1 両側片麻痺患者のADL向上を目指して～目標設定に難渋した症例～

座長：神田龍太（長崎リハビリテーション病院）

長崎北病院 米宏美

Ⅰ-2 整容動作の支援による自己効力感の変容
-回復期リハビリテーション病棟における中心性頚髄損傷症例の検討-

長崎リハビリテーション病院 由利皐太郎

Ⅰ-3 脊髄梗塞患者に対する褥瘡再発予防への対応と更衣自立支援の一例

長崎北病院 松竹愛美

Ⅰ-4 頸髄損傷者の食事動作自立までの支援～もう一度右手で食べたい～

長崎北病院 峰愛美

医療法人 昌生会 出口病院 岩阪真大 先生
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13:55~15:00一般演題Ⅲ 【身体分野②】

Ⅲ-1 小脳出血を呈した動揺へmediVRカグラでアプローチをした症例

座長：小柳昌彦（長崎北病院）

医療法人愛健会 愛健医院 向山豪

Ⅲ-2 脳梗塞後遺症者のMTDLPを活用した就労支援事例－孫の誕生が拓いた新たな道－

光武内科循環器科病院 定村千穂

Ⅲ-3 フィードバックと反復練習により起居・更衣動作の自立度向上に至った一症例

社会医療法人春回会 長﨑北病院 金山ななみ

Ⅲ-4 急性期における合意目標の共有とシームレス連携を意識した取り組み-左脳幹出血の一例-

長崎大学病院 荒木瑛人

Ⅲ-5 高次脳機能障害を呈し更衣動作に難渋した症例

医療法人社団東洋会 池田病院 明島キラ

《第2会場》

12:50~13:45一般演題Ⅱ 【精神・発達分野】

Ⅱ-1 「茶碗蒸しが作りたい」
  ～活動日記と段階付けた調理訓練にて自己効力感が向上した事例～

座長：山井亨（道ノ尾病院）

長崎北病院 浦川祐人

Ⅱ-2 統合失調症男性患者に対する認知機能障害への作業療法介入
～予定表と日記を用いた情報整理支援を通して症状の改善がみられた一症例～

佐世保北病院 福井志織

Ⅱ-3 意欲低下のある患者に対する園芸の効果

医療法人成蹊会 佐世保北病院 森陵輔

Ⅱ-4 発達障害児に対するOTグループの実践報告

長崎県立こども医療福祉センター 田島玲悟
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15:20~17:10

司会：岩阪真大（出口病院）

一般演題Ⅳ 【身体・老年期分野】

Ⅳ-1 呼吸器疾患患者に対する当院作業療法課の取り組み

座長：竹内康一（真珠園療養所）

社会医療法人財団 白十字会 佐世保中央病院 武次周介

Ⅳ-2 作業療法士との協業を通して意味のある作業への主体的な作業参加が可能となった一事例

長崎北病院 中村有希

Ⅳ-3 介護老人福祉施設での「意味のある作業」の重要性

白寿荘 池田希美

Ⅳ-4 回復期リハビリテーション病棟における停止車両評価の実践と今後の課題

一般社団法人 是真会 長崎リハビリテーション病院 萩野裕樹

13:55~15:00

Ⅳ-5 祖父としての役割を含む目標を達成した経験が，主体性を引き出すきっかけとなった
一症例

通所リハビリテーション銀屋通り 佐藤公紀

特別企画

【内容】
１．話題提供（15分程度）（担当：第32回長崎県作業療法学会実行委員会）
① 統計情報
全国および長崎県における作業療法士数（有資格者数・士会員数・組織率）など
➁ 第32回長崎県作業法学会 特別企画アンケート 結果報告
２．グループワーク（65分程度）
① オリエンテーション（５分）
② グループディスカッション（40分）
（グループワークテーマ）
県士会主催の活動に「あまり参加したことがない」や「一度も参加したしたことがない」
士会員を、「参加している」士会員にするためにはどのような方法があるか
③ グループ発表（20分）
３．意見交換（30分程度）
司会：岩坂真大 学会長
登壇者：黒木一誠 県士会副会長・小中原隆史 県士会副会長

『これからの長崎県作業療法士会について』
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3月1日（日）

《第1会場》

9:30~11:00教育講演

作業療法士のキャリア形成を支える生涯学修制度
－私のヒストリーから得た学び－

11:10~12:40シンポジウム

座長：福島浩満（長崎医療技術専門学校）

『私の歩み（キャリアストーリー）』
～20代、30代、40代の経験が今につながる～

座長：岩阪真大（出口病院）

長崎医療技術専門学校 淡野 義長 先生
長崎県立こども医療福祉センター 琴岡 日砂代 先生
長崎県精神医療センター 本村 幸永 先生

9:30~10:25一般演題Ⅴ 【調査（教育・地域）】

Ⅴ-1 リハビリテーション学生の学習におけるChatGPT利用状況に関する調査

座長：下木原俊（長崎大学）

長崎リハビリテーション学院 桑原由喜

Ⅴ-2 作業療法学科学生におけるスマートフォン依存傾向と使用実態

長崎リハビリテーション学院 坪田優一

Ⅴ-3 県南地区における作業療法士会員に対する活動の現状と課題、今後の展望

愛野記念病院 秋山謙太

Ⅴ-4 地域住民におけるヒアリングフレイル評価から考える難聴の早期発見と認知症予防の重要性

医療法人保善会 田上病院 平田修己

《第2会場》

福岡国際医療大学医療学部作業療法学科 丹羽敦 先生
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10:35~11:40一般演題Ⅵ 【身体分野③】

Ⅵ-1 外傷性くも膜下出血を呈した症例への復職支援の関わり

座長：久保田智博（長崎労災病院）

長崎北病院 白川孔太郎

Ⅵ-2 「元気になって妻を支えたい！」
  受傷による意欲低下や不安感に寄り添い，家庭内役割の再獲得に繋がった症例

医療法人稲仁会 三原台病院 中尾真唯

Ⅵ-3 排便コントロールに難渋した症例

医療法人社団東洋会 池田病院リハビリテーション部 團野広大

Ⅵ-4 脳血管疾患と併存疾患治療と復職の両立を目指す症例
～家族の支援と自己理解を深めることの重要性～

社会医療法人財団白十字会 燿光リハビリテーション病院 牟田沙織

Ⅵ-5 複数指屈筋腱断裂と末梢神経断裂術後患者に対し，COPM を用いて目標共有し役割の
再獲得に繋がった一例

長崎労災病院 高串暖己

11:50~12:45一般演題Ⅶ 【優秀演題】

Ⅶ-1 認知活性化療法（以下,CST）を活用したプログラムの実施とその効果
              ～活動参加を通して行動変容が見られた一例を通して～

座長：山田麻和（長崎北病院）

佐世保北病院 中島拓郎

Ⅶ-2 ふるさとの味をもう一度―COPMを通じた終末期がん患者の治療意欲変化―

日本赤十字社長崎原爆病院 庄山創

Ⅶ-3 怒りの感情を抱きやすいアルコール依存症患者に対してアンガーマネジメントを
用いた介入の報告

医療法人栄寿会真珠園療養所 中村良太

Ⅶ-4 脊髄炎に伴うしびれ感・疼痛に対するTENSの即時効果とADL変化：単一症例報告

長崎大学病院 前田 爽那

閉会式・優秀演題表彰 13:00~13:20


	スライド 1: 日程表
	スライド 2: 日程表
	スライド 3: プログラム
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7

